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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基板に接続された状態で前記基板と共にケースに覆われるコネクタであって、
　相手方コネクタが嵌合可能とされ、上下に延びた形態で前記相手方コネクタ側と前記基
板側とを仕切る仕切壁を有するハウジングを備え、
　前記仕切壁には、前記相手方コネクタの嵌合方向に開口し、前記相手方コネクタ側と前
記基板側とを連通させる開口部が設けられており、
　前記開口部の縁部には、前記開口部の上縁部が前記開口部の下縁部よりも前記相手方コ
ネクタとの嵌合方向の前側に配された段差が設けられているコネクタ。
【請求項２】
　前記開口部の上縁部は、前記仕切壁から前方に突出する庇部によって前記開口部の下縁
部よりも前側に配されている請求項１に記載のコネクタ。
【請求項３】
　前記庇部の上面は、前記仕切壁から離れるほど下方に向かって傾斜する傾斜面とされて
いる請求項２に記載のコネクタ。
【請求項４】
　前記ハウジングには、前記相手方コネクタに設けられたレバーと係合するカムピンが前
記仕切壁よりも前記相手方コネクタ側に設けられており、
　前記開口部は、前記カムピンを成形するための型抜き孔である請求項１から請求項３の
いずれか一項に記載のコネクタ。
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【請求項５】
　前記仕切壁は、前記レバーを収容する収容部の奥壁とされており、前記奥壁に前記開口
部が設けられている請求項４に記載のコネクタ。
【請求項６】
　前記庇部は、前記ハウジングと前記相手方コネクタとの嵌合および離脱の過程において
、前記レバーとの間に隙間を有する請求項４または請求項５に記載のコネクタ。
【請求項７】
　前記仕切壁における開口部の下方には、前記仕切壁から離れるほど下方に傾斜する傾斜
排出部が設けられている請求項１から請求項６のいずれか一項に記載のコネクタ。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本明細書によって開示される技術は、コネクタに関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、電子制御ユニットを収容したケース体の内部への雨水などの浸入防ぐ電気接続
箱として、特開２００７－３３６７３０号公報(下記特許文献１)に記載のものが知られて
いる。この電気接続箱は、第１ケース体と第２ケース体とからなるケース体内に電子制御
ユニットが収容されており、端子を保持するコネクタホルダと第１ケース体および第２ケ
ース体とが隙間無く嵌合されると共に、第１ケース体および第２ケース体とが隙間無く嵌
合されることで、水抜き孔から排出される雨水などがケース体の内部に直接排出されるこ
とを防ぐようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００７－３３６７３０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、この種の電気接続箱おいて、コネクタホルダに嵌合する相手方コネクタとの
諸条件によっては、ケース体の内部に連通する開口部をコネクタホルダに設けなければな
らない場合がある。しかしながら、コネクタホルダに対して開口部を設けると、例えば、
コネクタホルダに対して水分がかかった場合には、コネクタホルダを伝った水分が開口部
からケース体内部に浸入する虞がある。
【０００５】
　本明細書では、開口部から水分が内部に進入することを抑制する技術を開示する。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本明細書によって開示される技術は基板に接続された状態で前記基板と共にケースに覆
われるコネクタであって、相手方コネクタが嵌合可能とされ、上下に延びた形態で前記相
手方コネクタ側と前記基板側とを仕切る仕切壁を有するハウジングを備え、前記仕切壁に
は、前記相手方コネクタの嵌合方向に開口し、前記相手方コネクタ側と前記基板側とを連
通させる開口部が設けられており、前記開口部の縁部には、前記開口部の上縁部が前記開
口部の下縁部よりも前記相手方コネクタとの嵌合方向の前側に配された段差が設けられて
いる構成とした。
【０００７】
　このような構成のコネクタによると、相手方コネクタ側と基板側とを連通させる開口部
の上縁部が開口部の下縁部よりも相手方コネクタ側である前側に配されている。つまり、
開口部の上縁部が開口部の下縁部よりも基板から離れた配置となっているから、ハウジン
グに対して水分が付着し、ハウジングを水分が伝う場合であっても、水分が開口部から基
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板側に浸入することを抑制することができる。
【０００８】
　本明細書によって開示されるコネクタは、以下の構成としてもよい。
　前記開口部の上縁部は、前記仕切壁から前方に突出する庇部によって前記開口部の下縁
部よりも前側に配されている構成としてもよい。
【０００９】
　開口部の上縁部が開口部の下縁部よりも前側に配された段差を設ける手段として、例え
ば、開口部よりも上側の仕切壁を、開口部よりも上側の仕切壁よりも前側に配置する方法
が考えられる。
　しかしながら、開口部よりも上側の仕切壁を前側に配置する場合、上側の仕切壁と下側
の仕切壁とが嵌合方向である前後方向にずれた配置となるため、ハウジングが前後方向に
大型化してしまう。
【００１０】
　ところが、上記の構成によると、前側に突出した庇部を設けるだけで開口部の上縁部を
開口部の下縁部よりも前側に配された状態にできるから、ハウジングが前後方向に大型化
することを抑制しつつ、水分が開口部から基板側に浸入することを抑制することができる
。
【００１１】
　前記庇部の上面は、前記仕切壁から離れるほど下方に向かって傾斜する傾斜面とされて
いる構成としてもよい。
　このような構成によると、庇部に付着した水分が傾斜面によって開口部から離れる前方
に向かって案内されるから、例えば、庇部の上面が傾斜していない場合に比べて、水分が
開口部から基板側に浸入することをさらに抑制することができる。
【００１２】
　前記ハウジングには、前記相手方コネクタに設けられたレバーと係合するカムピンが前
記仕切壁よりも前記相手方コネクタ側に設けられており、前記開口部は、前記カムピンを
成形するための型抜き孔である構成としてもよい。
　カムピンを成形するために仕切壁に型抜き孔である開口部を設ける必要がある場合に、
水分が開口部から基板側に浸入することを抑制することができるから、非常に有効である
。
【００１３】
　前記仕切壁は、前記レバーを収容する収容部の奥壁とされており、前記奥壁に前記開口
部が設けられている構成としてもよい。
　このような構成によると、開口部が収容部の奥壁に設けられているから、例えば、開口
部が収容部の外側に配されている場合に比べて、水分が開口部から基板側に浸入すること
を抑制することができる。
【００１４】
　前記庇部は、前記ハウジングと前記相手方コネクタとの嵌合および離脱の過程において
、前記レバーとの間に隙間を有する構成としてもよい。
　このような構成によると、コネクタと相手方コネクタと嵌合過程および離脱過程の際に
、庇部がレバーと干渉することを防ぐことができ、コネクタと相手方コネクタとの嵌合お
よび離脱を円滑に行うことができる。
【００１５】
　前記仕切壁における開口部の下方には、前記仕切壁から離れるほど下方に傾斜する傾斜
排出部が設けられている構成としてもよい。
　このような構成によると、開口部の上縁部から落下した水分を、傾斜排水部を伝わせる
ことにより、基板から離れる前方に向けて水分を排出することができる。
【発明の効果】
【００１６】
　本明細書によって開示される技術によれば、開口部から水分が内部に進入することを抑
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制することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】雄コネクタの正面図
【図２】雄コネクタの側面図
【図３】図１のＡ－Ａ線断面図
【図４】雄コネクタと雌コネクタとが嵌合する前の状態を示す斜視図
【図５】図１のＡ－Ａ線の断面に相当する斜視断面図
【図６】雄コネクタと雌コネクタとが嵌合した状態を示す斜視図
【図７】図３の要部拡大断面図
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　＜実施形態＞
　本明細書に開示された技術における一実施形態について図１から図７を参照して説明す
る。
　本実施形態は、基板Ｐに接続された状態で図示しない車両の室内に設置される基板用の
雄コネクタ１０であって、図４および図６に示すように、相手方コネクタである雌コネク
タ６０と嵌合可能とされている。
【００１９】
　なお、以下の説明においては、雄コネクタ１０と雌コネクタ６０との嵌合方向を基準と
して、それぞれを互いに近づける方向を前方とし、その反対方向を後方とする。また、上
下方向とは、図１および図２における上下方向を基準とする。
【００２０】
　雌コネクタ６０は、合成樹脂製であって、図４に示すように、略方形のブロック状をな
す雌ハウジング６１と、雌ハウジング６１内に保持された図示しない複数の雌端子とを備
えて構成されている。雌ハウジング６１には、雌ハウジング６１の側面に設けられた回動
軸６２を支点にレバー６３が回動可能に組み付けられている。
【００２１】
　レバー６３は、図示しないカム溝が設けられた一対のカム板６４と、一対のカム板６４
における一端部を連結する回動操作部６５とを備えて構成されており、回動操作部６５を
操作することで、初期位置と図６に示す嵌合位置との間を回動可能とされている。レバー
６３は、初期位置と嵌合位置との間で回動変位することにより、雄コネクタ１０と雌コネ
クタ６０との嵌合および離脱を助勢するようになっている。
【００２２】
　雄コネクタ１０は、図１から図４に示すように、合成樹脂製の雄ハウジング１１と、複
数の雄端子４０とを備えて構成されている。
【００２３】
　雄ハウジング１１は、上下方向に長い略直方体状に形成されており、前方に開口するフ
ード部１２を有している。フード部１２内には、雄コネクタ１０と雌コネクタ６０とが嵌
合する際に、雌ハウジング６１が嵌合される。また、雄ハウジング１１には、図１に示す
ように、基板Ｐと共に雄ハウジング１１を右方から覆うケースＣが右側から組み付けられ
るようになっている。
【００２４】
　雄端子４０は、図４に示すように、導電性に優れた線材をＬ字状に折り曲げて形成され
ている。雄端子４０は、図１に示すように、雄端子４０の前端部４１を前方に向けて突出
させた状態でフード部１２の奥部に配された保持壁１２Ａに保持されている。したがって
、フード部１２内に雌ハウジング６１が嵌合されると、各雄端子４０の前端部４１が、雌
コネクタ６０の各雌端子と電気的に接続される。
【００２５】
　各雄端子４０の後端部４２は、図１に示すように、保持壁１２Ａから後方に延出された
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後、左方に向けて直角に曲げられており、雄端子４０の後端部４２において左方に向けて
直角に曲げられた左端部４２Ａは、基板Ｐに形成された図示しないスルーホールに挿通さ
れ、基板Ｐに対して半田付け等により接続されるようになっている。
【００２６】
　雄ハウジング１１の左右方向の両側面１１Ａにおける上下方向略中央部には、図１から
図４に示すように、雌ハウジング６１のレバー６３におけるカム溝と係合する一対のカム
ピン１５が設けられている。一対のカムピン１５は、雄ハウジング１１の左右方向の両側
面１１Ａにおける前後方向略中央部よりも前側の位置に配されている。各カムピン１５は
、雄ハウジング１１から外側に向かって略円柱状に突出して形成されている。レバー６３
の回動操作により、一対のカムピン１５とレバー６３のカム溝の周縁とが係合することに
より、倍力作用によって雄コネクタ１０と雌コネクタ６０とが嵌合および離脱する。
【００２７】
　また、雄ハウジング１１の一方の側面である右側面１１ＡＲには、上下に延びる仕切壁
２０が雄ハウジング１１のほぼ全高に亘って設けられている。仕切壁２０は、カムピン１
５の後方であって、雄ハウジング１１の右側面１１ＡＲにおける前後方向略中央部よりも
やや後方寄りの位置に配置されている。仕切壁２０は、雌ハウジング６１が基板Ｐと共に
ケースＣによって右側から覆われると、基板Ｐが配置されるケースＣの内側と、ケースＣ
の外側（雌コネクタ６０側）とを仕切るようになっている。
【００２８】
　また、雄ハウジング１１の右側面１１ＡＲにおけるカムピン１５の後側には、雄コネク
タ１０と雌コネクタ６０との嵌合過程において、レバー６３における一方のカム板６４の
一部が収容される収容部２５が設けられている。収容部２５は、前方に開口する側面視略
矩形のフード状に形成されており、仕切壁と連なるように一体に形成されている。
【００２９】
　また、雄ハウジング１１の左側面１１ＡＬには、雄コネクタ１０と雌コネクタ６０との
嵌合過程において、レバー６３における他方のカム板６４の一部が収容される大型収容部
２３が設けられている。大型収容部２３は、収容部２５と同様に、前方に開口するフード
状に形成されている。
　収容部２５および大型収容部２３は、雄コネクタ１０と雌コネクタ６０との嵌合過程に
おいて、カム板６４におけるカム溝の周縁とカムピン１５とが係合した際に、レバー６３
におけるそれぞれのカム板６４の一部を収容し、カム板６４が雌ハウジング６１から離れ
る方向に傾いて開くことを防ぐようになっている。
【００３０】
　収容部２５の後端部は、仕切壁２０に連なっており、仕切壁２０の一部が収容部２５の
奥壁２５Ａを構成している。収容部２５の奥壁２５Ａにおけるカムピン１５の後方の位置
には、開口部２６が形成されている。開口部２６は、前後方向に型開きする図示しない成
形金型によってカムピン１５の後部を成形するための型抜き孔であって、収容部２５の奥
壁２５Ａ（仕切壁２０）を前後方向に貫通して形成されている。したがって、収容部２５
の奥壁（仕切壁２０）２５Ａに設けられた開口部２６によりケースＣの内外が連通するよ
うになっている。
【００３１】
　さて、収容部２５の奥壁２５Ａにおける開口部２６には、図２、図３および図５に示す
ように、開口部２６の上縁部２６Ａが、開口部２６の下縁部２６Ｂよりも前側に配される
ことで段差が設けられている。
【００３２】
　詳細には、収容部２５の奥壁２５Ａにおける開口部２６の上縁部２６Ａには、奥壁２５
Ａ（仕切壁２０）から前方に向けて突出する庇部２７が開口部２６の全幅に亘って形成さ
れている。
【００３３】
　庇部２７の突出寸法は、図６に示すように、雄コネクタ１０と雌コネクタ６０とが正規



(6) JP 6879231 B2 2021.6.2

10

20

30

40

50

の嵌合状態に至った際に、雌コネクタ６０のレバー６３との間に隙間Ｓを有する長さ寸法
に設定されている。したがって、雄コネクタ１０と雌コネクタ６０と嵌合過程および離脱
過程の際に、庇部２７がレバー６３に干渉せずに、嵌合操作と離脱操作を円滑に行うこと
ができるようになっている。
【００３４】
　庇部２７の上面は、前方に向かうほど下方に傾斜した傾斜面２８とされ、庇部２７の下
面２９は、奥壁２５Ａを貫通する開口部２６の上面２６Ｃと面一状をなしている。
【００３５】
　庇部２７の突出端は、図７に示すように、傾斜面２８の前端から下方に向けて円弧状に
形成された上側Ｒ面３０と、上側Ｒ面３０の下端部から下方に向けて真っ直ぐ延びて形成
された先端面３１と、先端面３１の下端部から庇部２７の下面２９に連なるように円弧状
に形成された下側Ｒ面３２とによって構成されており、下側Ｒ面３２の後端３２Ａが開口
部２６の下縁部２６Ｂよりも前方に配された設定とされている。
【００３６】
　したがって、開口部２６の上縁部２６Ａは、庇部２７が前方に突出した突出寸法の分だ
け開口部２６の下縁部２６Ｂよりも前側に配されている。
【００３７】
　また、収容部２５の内底面２５Ｂには、傾斜排出部３４が設けられている。傾斜排出部
３４は、図２および図３に示すように、前方に向かうほど下方に傾斜しており、収容部２
５の奥壁２５Ａから収容部２５の前端部まで前後方向の全長に亘って設けられている。
【００３８】
　本実施形態は、以上のような構成であって、続いて、雄コネクタ１０の作用および効果
について説明する。
　雄コネクタ１０は、ケースＣによって右側から覆われているものの、水などの液体が降
りかかった場合、液体が雄ハウジング１１と雌ハウジング６１との間の隙間に浸入してし
まう。
【００３９】
　したがって、ケースＣの内外を仕切る仕切壁２０に開口部２６が設けられている場合に
は、仕切壁２０よりも前側(雌コネクタ６０側)であるケースＣの外側から仕切壁２０より
も後側(基板Ｐ側)であるケースＣの内側に開口部２６を通して液体が浸入することが懸念
される。
【００４０】
　ところが、本実施形態の雄コネクタ１０によると、開口部２６は、雌コネクタ６０のレ
バー６３を収容するフード状の収容部２５の奥壁２５Ａに設けられているから、液体が開
口部２６からケースＣの内側（基板側）に浸入することを抑制することができる。
【００４１】
　また、開口部２６には、仕切壁２０から前方に向かって突出する庇部２７が開口部２６
の上縁部２６Ａに設けられており、庇部２７の上面が仕切壁２０から離れるほど下方に傾
斜する傾斜面２８とされている。
　つまり、開口部２６には、開口部２６の上縁部２６Ａが開口部２６の下縁部２６Ｂより
も前側に配された段差が設けられていると共に、庇部２７に傾斜面２８が設けられている
から、液体が収容部２５内に浸入して開口部２６の上縁部２６Ａに液体が伝ってくる場合
であっても、液体が庇部２７の傾斜面２８により基板Ｐから離れる方向に向かって案内さ
れる。これにより、液体が開口部２６からケースＣ内に浸入することを抑制することがで
きる。
【００４２】
　ところで、収容部２５内に浸入した液体は、庇部２７の傾斜面２８を伝って基板Ｐから
離れる方向に向かって案内されるものの、一部の液体が庇部２７を伝って開口部２６から
ケースＣ内に浸入することが懸念される。
【００４３】
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　ところが、本実施形態によると、庇部２７の突出端は、図７に示すように、上側Ｒ面３
０と先端面３１と下側Ｒ面３２とによって構成されており、下側Ｒ面３２から庇部２７の
下面２９へ切り替わる高さ位置が開口部２６の上縁部２６Ａにおける最下位置となってい
る。
　つまり、傾斜面２８から伝う液体が上側Ｒ面３０を伝って先端面３１へと至り、先端面
３１に至った液体が下側Ｒ面３２を経て庇部２７の下面２９へと切り替わる部分で落下す
る。
【００４４】
　そして、庇部２７から落下した液体は、傾斜排出部３４の上面を伝って、収容部２５か
ら斜め前下方に向けて排出される。
【００４５】
　以上のように、本実施形態の雄コネクタ１０によると、開口部２６には、収容部２５の
奥壁２５Ａから前方に向かって突出する庇部２７が設けられることで、開口部２６の上縁
部２６Ａが開口部２６の下縁部２６Ｂよりも前側に配された段差が設けられている。すな
わち、開口部２６の上縁部２６Ａが開口部２６の下縁部２６Ｂよりも基板Ｐから離れた配
置となっているから、液体が雄ハウジング１１と雌ハウジング６１との間の隙間に浸入し
た場合においても、液体が開口部２６からケースＣ内の基板Ｐ側に浸入することを抑制す
ることができる。
【００４６】
　ところで、例えば、開口部よりも上側の奥壁を、開口部よりも下側の奥壁よりも前側に
配置することで、開口部の上縁部が開口部の下縁部よりも前側に配された段差を有する開
口部を設けることができる。しかしながら、開口部よりも上側の奥壁を前側に配置する場
合、上側の奥壁と下側の奥壁とが前後方向にずれた配置となるため、雄ハウジングが前後
方向に大型化してしまう。
【００４７】
　ところが、本実施形態によると、収容部２５の奥壁２５Ａから前側に突出した庇部２７
を設けるだけで開口部２６の上縁部２６Ａを開口部２６の下縁部２６Ｂよりも前側に配し
ているから、雄ハウジング１１が嵌合方向に大型化することを抑制しつつ、液体が開口部
２６からケースＣ内に浸入することを抑制することができる。
【００４８】
　また、庇部２７の上面が収容部２５の奥壁２５Ａから離れるほど下方に傾斜する傾斜面
２８とされており、庇部２７に降りかかった液体が傾斜面２８によって開口部２６から離
れる方向に向かって案内されるから、液体が開口部２６からケースＣ内に浸入することを
さらに抑制することができる。
【００４９】
　また、本実施形態のように、カムピン１５を成形するために、収容部２５の奥壁２５Ａ
に型抜き孔である開口部２６を設ける必要がある場合、本実施形態のような技術は、液体
が開口部２６からケースＣ内に浸入することを抑制することができ、非常に有効である。
【００５０】
　さらに、収容部２５の奥壁２５Ａにおける開口部２６の下方には、奥壁２５Ａから離れ
るほど下方に傾斜する傾斜排出部３４が設けられているから、庇部２７から落下した液体
を、傾斜排出部３４を伝わせることによって、液体を収容部２５の外側に排出することが
でき、液体のケースＣ内への浸入を抑制することができる。
【００５１】
　＜他の実施形態＞
　本明細書で開示される技術は上記記述及び図面によって説明した本実施形態に限定され
るものではなく、例えば次のような種々の態様も含まれる。
　（１）上記実施形態では、収容部２５の奥壁２５Ａに開口部２６を設けた構成にした。
しかしながら、これに限らず、仕切壁のいずれかの部分に開口部を構成してもよい。
【００５２】
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　（２）上記実施形態では、カムピン１５の型抜き孔として開口部２６を構成した。しか
しながら、これに限らず、他の部材の型抜き孔として構成してもよい。
　（３）上記実施形態では、収容部２５の奥壁２５Ａから前方に突出する庇部２７によっ
て開口部２６の上縁部２６Ａが開口部２６の下縁部２６Ｂよりも前側に配されている構成
にした。しかしながら、これに限らず、開口部よりも上側の奥壁を開口部よりも下側の奥
壁より前側に配する構成にしてもよい。
【００５３】
　（４）上記実施形態では、基板Ｐと共に雄ハウジング１１がケースＣによって右側から
覆われた構成とした。しかしながら、これに限らず、基板と共に雄コネクタが左側や上下
から覆われる構成にしてもよい。
　（５）上記実施形態では、雄コネクタ１０を一例として示した。しかしながら、これに
限らず、雌コネクタに本明細書で開示した技術を適用してもよい。
【符号の説明】
【００５４】
１０：雄コネクタ（「コネクタ」の一例）
１１：雄ハウジング（「ハウジング」の一例）
１５：カムピン
２０：仕切壁
２５：収容部
２５Ａ：奥壁
２６：開口部
２６Ａ：開口部の上縁部
２６Ｂ：開口部の下縁部
２７：庇部
２８：傾斜面
３４：傾斜排出部
６０：雌コネクタ（「相手方コネクタ」の一例）
６３：レバー
Ｃ：ケース
Ｐ：基板
Ｓ：隙間
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